日本建築法制会議 第５１回 総会 議事録

日　時：　2010年８月２５日（水曜日）10時３０分～1３時00分ごろ

場　所：　東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館　５号室洋室

出席者：　８名（敬称略・50音順）　

安藤正義、大山  宏、竹川忠芳、辻 英一、平松朝彦、眞柄榮毅、

山田利行、柳澤孝次、

◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）

○提出資料（大山 宏）

　：建築基本法制定準備会　ランチ懇親会のご案内：2010年9月10日（金）

富山大学　建築学会大会会場

　：建築学会「　建築・社会システムに関する連続シンポジウム」、第４回

テーマ― 市民参画社会における建築関連法規―

　　⇒　今こそ、産業界含めた大変革の時期であり、都市と建築の諸問題を、さらに

大きな視点から歴史的転換を図るべきではないか。

：伝統的構法の設計法作成及び性能検証試験」検討委員会公開シンポジウム

　　　　第１回　シンポジウム金沢　2010年9月12日（日）金沢工業大学

　：「伝統構法　再興なるか　国、耐震性解明へ」、京都新聞社、2010年7月20日

　：「専門家『伝統的工法、相談なく変更』名古屋城本丸御殿復元、中日新聞、2010．７．５．

　　　⇒　復元とは言え、法的には新築、したがって行政として法令違反は行えなかったのではないか。

　：伝統的構法の木造建築物に係わる確認審査等の状況について、国土交通省、

　　　⇒　木造建築物を限界耐力計算で構造計算に係わる建築確認の実績は零０となった。

　：京都市が新景観政策で修正案「視点場」基準を緩和など、京都新聞社、2010．８．２．

　：「寮解体費「隠し」5000万円計上　建て替え問題の愛知藝大、中日新聞、2010．６．１６．

　：「仮設のまちに生きるー大震災から復興拠点としての仮設市街地、日本建築学会ギャラリー

　　　　　日時　2010年8月23日～27日

　：「広島原爆の日：藩基文・国連事務総長あいさつ（全文）、毎日新聞、２０１０．８．６．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語＆英語全文

　：「Statement of Conservation and Renovation for Modern Architecture in Japan

日本におけるモダニズム建築の保存活用に対しての声明」、UIA  & JIA、2010年7月

　：「低額応札に対する当会の見解および当該業務改善のお願い」、JIA、2010年7月1日

　：「『木造禁止』を含む日本建築学会の「建築防災」に関する決議（1959年）について」

　　　、日本建築学会、2010年7月

　　⇒　「週刊ビッグコミックスピリッツ」（美味しんぼ）の記述に対する弁明＆弁解。

　：「建築基準法の見直しに関する検討会に係わるこれまでの意見整理（第1回～第８回）

　　　　⇒　“建築基準法の見直しに関する検討会”での委員の意見に委員名が明記されたのは一歩前進か。各委員のポジションが見える。

　：「各構造に係わる審査事項（耐震関係）に関する特定行政庁へのヒアリング調査

　　　、国土交通省、ヒアリング時期、2010年7月13日～7月27日

　○　提出資料（辻 英一）

：「今から始める認知症予防」、日経ビジネス、２０１０．７、２６．

　⇒　認知症の前兆現象の一つに嚥下障害による肺炎が死因という場合も多いので、

お互いこれからも気をつけましょう！

：「勇気を持って小さな政府を」、工藤教孝、日経ビジネス、２０１０．６．２８．

　○　提出資料（竹川忠芳）

　　：「第３回　シンポジウム「医師・弁護士と建築家の役割を考える」、２０１０．７．２９．

⇒　竹川忠芳、【　弁護士自治獲得までの歴史・弁護士自治獲得の思想背景・

弁護士自治の内容・弁護士の報酬・建築家の職務　　】

○　提出資料（柳澤孝次）

　　：「２０１０年今秋の建築法制会議奈良研修会について、

⇒　“国際奈良学セミナーハウス”にて宿泊し、唐招提寺・薬師寺・平城宮跡・他

　　　　　　　を視察の予定なり。

